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１０月８日、第２０回郵政産業労
働組合千葉支部大会(運動総括)、郵
政産業労働者ユニオン浦安支部結成
大会を市川市文化会館で行いました。
「担当課長が雇用条件通知書にある

『契約基幹の途中であっても本人の希望
で何時でも退職出来ます』という部分を
『良く読んで下さいね』などと強調して
言う全体周知、人によっては個別にも行
った。遠回しの肩叩きである。(松戸南)」
「雇用調整で週２０時間以内の勤務とし
て雇用保険の対象外とされた。フルタイ
ムでなければ残業の割増賃金もつかない
から会社のやりたい放題だ。(松戸南)」
「市川間、美浜局間で人事交流が復活。
美浜はかつてない２６地域との交流だ。
新人事制度で『地域基幹職』新設の為の
見せしめ配転では？(浦安)」などの発言。
新労組の方針には、大幅増員と共に「組

立立ち作業撤廃、扇風機設置(一集)」「深
夜勤から新夜勤併設要求、特殊室単独冷
房設置(郵便課)」の意見が出されました。

第２０回郵産労千葉支部大会
郵政産業ユニオン浦安支部結成大会
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浦安支部執行委員
支部長 岩井 寛 (郵便課)
書記長 青柳翔太郎(一 集)
関東地方本部執行委員
委員長 田澤幸雄 (横浜神奈川局)

副委員長 上原正光 (中原局)
〃 岩井 寛 (浦安局)

書記長 森 広治 (宇都宮中郵)
書記次長 深山信雄 (千葉中郵)
執行委員 宮崎孝春 (横浜神奈川局)

〃 猪俣和紀 (平塚局)
〃 大沼秀俊 (上尾局)
〃石井康夫(かんぽ生命横浜支店)
〃 青天目勝幸(越谷局)
〃 宇都木昌之(出島局)
〃 山口まゆみ(国定局)
〃 椿 茂雄 (千葉中郵)
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13時～デモ15時～19時国会･官邸･経産省前等占拠･抗議
主催･首都圏反原発連合 協力･原発をなくす全国連絡会他

＊｢新人事･給与制度｣で職場、働き方はどうなる？
＊改正労働契約法と非正規社員の雇用問題を考えよう
＊職場実態を出し合い、どう対抗していくか一緒に考えよう！
郵政産業ユニオンの内外を越えた交流集会です。

ＪＰ労組の皆さん、組合未加入の皆さんも参加して
共に学習、交流を深めましょう。

日時 11月10日13時～１１月11日12時
場所 埼玉県越谷市･セミナーガーデン

越谷市東町２-65-2 ＊会場に駐車場あり
武蔵野線越谷レイクタウン駅徒歩１８分、吉川駅２０分
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これが全国一律のサービスとは…。
(上)東京都･小石川郵便局 (４回取集)
(中)富山県･富山西郵便局 (３回取集)
(下)浦安郵便局(多いところでも２回取集に留まる)

２０１２年夏、安全対策も後回しのままでたらめなプロ
セスで大飯３･４号機は再稼働されました。しかし原発無
しでも夏場需要は乗り切れたことがあきらかになりまし
た。日本はすでに原発による電力に依存しておらず、即時
停止は現実的な選択肢であることが証明されたのです。
福島第一原発事故は未だ収束しておらず、被災者に満足

な保証すら行われていません。しかし政府は財界や米国の
圧力に屈して「原発ゼロ」に言及した閣議決定を見送りま
した。また、新設した原子力規制委員会及び規制庁の人事
も原子力ムラの人間と官僚だけで構成しました。
首都圏反原連の呼びかけに応えて、私たちも霞ヶ関･永

田町一帯で行われる集会に参加して抗議の声を上げよう。


